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2021 年度も海外渡航制限のある中で、バングラデシュ・スタディツアーは実施

できませんでしたが、オンラインを中心に若者の育成に関する活動として、以

下の各事業が実施されました。

〇�学生インターン・サービスラーニングの受け入れ
　�国際基督教大学（ICU）の授業の一つとしてボランティアを行うサービスラー

ニングの学生を延べ 13 名受け入れ、年間を通して学生が ACEF の活動に参加

し、SNS 広報など役割を担う中で学びました。また、今年度から青山学院大

学のサービスラーニングが始まり 3 名の学生を受け入れ、子どもたちにバン

グラデシュのお友だちのことを伝えました。

〇オンラインイベント
　１）クラウドファンディングにあわせたオンラインセミナー（4回）

　　ICU サービスラーニングを修了した学生が中心となって連続セミナーを開催

　２）岩波ジュニア新書『SDGs 時代の国際協力』関連セミナー（3回）

　　�そのほか、小田事務局長が 2 年ぶりに現地視察を行った際に現地からオン

ライン報告会を開催しました。

〇尊厳教育ワークショップ
　�「尊厳リーダーシップ」（原題 Leading with Dignity）を

翻訳した評議員のジェフリー・メンセンディークさんよ

り、ヒックスの提唱する「尊厳」について、ACEF の活動

理念にもなりうる「尊厳教育」について4回のワークショッ

プをしてもらいました。

　�ワークショップに参加した若者を中心に月１回の「尊厳

カフェ」（オンライン）が始まり、日常の中で感じる「尊厳」

についての気づきを分かち合っています。

○�毎年バングラデシュ手工芸品を販売してくださる幼稚園や学校、教会で開催

されるバザーがコロナ禍で中止になりました。また、その中でも規模を縮小

しての販売、コロナ禍で困っているバングラデシュの子どもたちを支援する

ためのバザーを開催してくださる幼稚園もありました。

〇�手工芸品が届かなくなったため、バングラデシュの子どもの絵のグリーティ

ングカードを日本で作成して販売しました。

若者たちの取り組み

尊厳教育への取り組み

バングラデシュ手工芸品

日本国内での活動
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〇ハラスメント防止規程・子どもと若者のセーフガーディングガイドライン整備
　尊厳を大切にする ACEF はハラスメント防止規程を作成し、2022 年 4月1日に
発効しました。また、学生ボランティアや現地の子どもをハラスメント等の危険
から守るための「子どもと若者のセーフガーディング」ガイドラインを検討し、指
針を公表しました。（全文はホームページに掲載。）

アジアキリスト教教育基金　子どもと若者のセーフガーディング指針（概要）

●目的

　ACEF のビジョンは、一人ひとりの尊厳が大切にされて、共に生きる喜びを感
じられる社会を目指すことです。ACEF のミッションは、アジアの人々とのパー
トナーシップ・共働から共に生きることの実践を模索すること、未来の共生社
会をつくりだす子ども・若者の可能性をひらくための教育活動を支援すること、
バングラデシュと日本とが学びあい、大人と子ども・若者が共に育つ場をつく
ることです。
　ACEF は、1990 年の設立から一貫して、バングラデシュの子どもたちの教育
を支援する活動を行っています。バングラデシュへのスタディーツアーの実施
や日本国内での活動を通じて、中高生や大学生などを含めた日本の子どもや若
者に働きかける活動も行っています。
　この指針は、ACEF の活動に関わるバングラデシュや日本の子どもや若者、一
人ひとりの尊厳が大切にされ、虐待や搾取、体罰、性暴力などを含むさまざま
な暴力の危害にさらされず、安心・安全を感じられる環境を保障するために作
成されました。この指針によって、組織や個々人の責任を明確にし、ACEF に関
わるすべての関係者がこれを順守するように取り組みます。
　この指針の付属文書「子どもと若者のセーフガーディングに関する行動規範」
では、ACEF に関わる個々人が順守しなければならない内容を明らかにしていま
す。この指針は、定期的に見直し、必要に応じて内容を改訂します。

●適用範囲

この指針は、事務局職員、理事、監事、評議員など役員等、活動に関わる組織
や関係者（ボランティア等）、スタディーツアーの参加者、共働する現地のパー
トナー団体に適用されます。

●原則

以下の原則を満たすことによって、この指針の実現を図ります。
１）組織の責任
　�ACEF は組織として、啓発を行い、相談や通報できる体制を整備します。事務
局および人権委員会は、子どもや若者から相談や通報を受けた場合には、迅
速に調査を行い、誠意を持った対応を行います。この指針の取り組みの進捗
について、会員への説明責任を果たします。

２）個人の責任
　�ACEF に関わるすべての関係者は、付属文書「子どもと若者のセーフガーディ
ングに関する行動規範」を含むこの指針を理解し、子どもと若者の尊厳を大
切にし、権利が侵害されないように行動しなければなりません。

３）個人情報の保護と守秘義務
　事務局や人権委員会など対応に関わる人々は、守秘義務を守る必要があります。
４）子どもや若者の参加と意見の尊重
　�この指針の運用に関わる人たちは、子どもや若者が指針を理解することがで
きるように必要な情報を与える必要があります。また、子どもや若者の意見
を尊重するよう努めなければなりません。

５）連携機関との協働
　�他の機関と連携して活動を実施する際には、子どもと若者の権利に関する互
いの責任を理解し、この指針の取り組みが確実に実行できるよう協力し合い
ます。

ガバナンスの向上



8

～　役員・評議員ご紹介　～ ～　財務諸表　～

2021-2 年度役員
理 事 長　荒谷　出　共愛学園中学高校宗教主任

副理事長　河見　誠　青山学院大学教授

理　　事　安齋昭子　全国友の会中央部

理　　事　井上儀子　元 ACEF 事務局長

理　　事　小田哲郎　現 ACEF 事務局長

理　　事　小野道子　東洋大学准教授／（特活）災害時こどものこころと居場所サポート代表

理　　事　佐野正子　東京女子大学教授

理　　事　西村幹子　国際基督教大学教授

理　　事　野田　沢　学生キリスト教友愛会（SCF）主事

理　　事　野村正宣　東洋英和女学院高等部教頭

理　　事　森　和博　東京大学経営企画部国際戦略家アドバイザー

理　　事　柳原さつき　ACEF 事務局長（2022 年 9 月から）

監　　事　大江　浩　社会福祉法人興望館常務理事・副園長

監　　事　桃井明男　山梨英和学院監事

顧　　問　田坂興亜　元アジア学院理事長

2021-2 年度評議員
安部由紀子	 東京都海外戦略広報担当課長／慶応義塾大学非常勤講師

天野　海走	 横須賀学院高等学校副校長

上野　峻一	 東洋英和女学院中学高等学校聖書科教諭

江間紗綾香	 日本基督教団世田谷平安教会牧師・附属幼稚園園長

大木　正人	 日本基督教団南甲府教会牧師

小田理一郎	 ㈲チェンジエージェント代表取締役

川上　咲野	 日本基督教団教務牧師

木越　憲輝	 聖学院小学校教諭

岸　ひかり	 株式会社ディ・エフ・エフ社員

古賀　博	 日本基督教団早稲田教会牧師

佐藤　飛文	 明治学院東村山中学校高等学校教諭 /SCF 理事

関口　弘美	 ワールドビジョン・ジャパン職員

高石　孝子	 広島友の会会員

高崎　和子	 所沢みくに教会　教会員

塚本　潤一	 日本基督教団芦屋浜教会牧師

都築　昌子	 国際協力機構（JICA）企画部

徳田有希子	 関西学院高等部社会科教諭

堀口　聖子	 山梨英和ダグラスこども園副園長

松本　周	 宮城学院女子大学准教授

皆川　宣宏	 アトラシアン株式会社エンジニア

ジェフリー・メンセンディーク　桜美林大学准教授チャプレン

森田　智子	 東京女子医科大学学生

山内　章子	 元 JOCS バングラデシュ派遣ワーカー

山口　旬	 横須賀学院小学校教頭

湯本　浩之	 宇都宮大学教授／（特活）開発教育協会代表理事
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～　財務諸表　～

貸借対照表　（2022年 3月末現在）� （単位：円）
資産の部 負債・正味財産の部

　 2021 年 3 月末 2022 年 3 月末 　 2021 年 3 月末 2022 年 3 月末

現金・預金 17,675,725 13,817,057 前受金 502,000 －

未収金 116,897 － 預り金 78,133 76,664

棚卸資産 249,952 456,965 　流動負債　計 580,133 76,664

　流動資産　計 18,042,574 14,274,022 退職給付引当金 768,000 1,272,000

　 　 　 　固定負債　計 768,000 1,272,000

　固定資産　計 85,067 － 負債合計 1,348,133 1,348,664

　 　 　 正味財産合計 16,779,508 　12,925,358

資産合計 18,127,641 14,274,022 負債・正味財産合計 18,127,641 14,274,022

活動計算書　（2021年 4月～2022年 3月）� （単位：円）

活動計算書

　
2020 年 4 月

～ 2021 年 3 月

2021 年 4 月

～ 2022 年 3 月

経常収益 36,289,841 33,520,226

BDP 送金 24,689,070 22,137,730

その他 9,598,409 10,910,743

事業費　計 34,287,479 33,048,473

管理費　計 4,357,446 4,325,903

経常費用 38,644,925 37,374,376

当期経常増減額 ▲ 2,355,084 ▲ 3,854,150

当期正味財産増減額 ▲ 2,355,084 ▲ 3,854,150

前期繰越正味財産額 19,134,592 16,779,508

次期繰越正味財産額 16,779,508 12,925,358

経常収益の内訳

　
2020 年 4 月

～ 2021 年 3 月

2021 年 4 月

～ 2022 年 3 月

受取会費 6,510,000 6,937,500

受取寄附金 21,573,509 20,448,277

受取助成金等 7,021,400 4,548,934

事業収益 1,012,990 1,461,674

その他収益 171,942 123,841

経常収益　計 36,289,841 33,520,226

（一社）非営利組織評価セ ンター

(JCNE)グッドガバナンス認証取得 
市民参加の度合い、環境への 

配慮、財務・会計、社会への情 

報発信など組織運営に関わる 

27 の評価基準を審査し認証。
非営利組織の信頼性の証し。 

グッドガバナンス認証については以下参照 

https://jcne.or.jp/evaluation/good_

governance/ 

監査報告
私共は、特定非営利活動促進法第 18 条の

規定に基づき、特定非営利活動法人アジア

キリスト教教育基金の 2021 年度の業務監

査及び会計監査を実施した。

監査の結果、当法人の業務は法令及び定款

に基づき適正に執行され、会計処理は、

NPO 法人会計基準及び一般に公正妥当と認

められる会計の方法によって適正に処理さ

れているものと認められた。ここに、私共

は、上記期間に係わる事業報告書が、同法

人お業務執行の状況を示し、計算書類が

2022 年 3 月 31 日における財産の状況を適

正に表示しているものと認める。
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特定非営利活動法人　アジアキリスト教教育基金
住所 〒169-0051 東京都新宿区西早稲田 2-3-18-26
E メール info@acef.or.jp 　 Web サイト https://www.acef.or.jp
電話 03-3208-1925　FAX 03-6278-9180

◎郵便振替 

 記号・番号： 00100-0-185540 

 加 入 者 名 ：アジアキリスト教教育基金 

◎銀行口座 

 銀行・支店：三菱 UFJ 銀行高田馬場支店 

 口座・番号：普通口座 1543149 

 口 座 名 義 ：ﾄｸﾋ)ｱｼﾞｱｷﾘｽﾄｷｮｳｷｮｳｲｸｷｷﾝ
 

◎クレジットカード 

 Web サイトをご覧ください 

 https://acef.or.jp/your-menu/donate/
 

申し訳ございませんが手数料をご負担ください。

 

認定 NPO 法人 ACEF への寄付金は税制上の

優遇措置（寄付控除）を受けられます。 

必要な方は領収書をご請求ください。 
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★自然電力に切り替えて
　電力料金の 1% を寄付

★家にねむっている「お宝」で募金
　貴金属からテレカ・商品券、骨董品
　まで、眠っている品で ACEF に寄付

★携帯電話料金の支払いと一緒に
　寄付もできます（SoftBank）

★古本チャリティ募金で
　ACEF を支援

その他にも様々な支援の方法があります。

詳しくは、ACEF のホームぺージ「あなたにできること」
https://acef.or.jp/your-menu/other-support/

会員になって ACEF の活動を支援
〇 団体会費　年額１口 50,000 円
〇 個人会費　年額１口 7,500 円
〇 学生会費　年額１口 2,000 円
〇 マンスリー・サポーター月 300 円～
〇 一時寄付　随時　　金額自由

物品寄付で支援
　郵送費用のために、未使用切手、書き損じハガキを
事務局にお送りください。
　これまでお送りいただいていた文房具（鉛筆、ボー
ルペン、ノート）については現地への運搬に課題があ
り、受付を停止しております。

2022 年度のエイセフの活動も引き続きお支えください

バングラデシュでの共働事業　（パートナー団体 BDP が実施する事業の支援）
●ノンフォーマル教育支援
　 �引き続き約 4,000 人の就学前～小学校５年生までの子どもたちが学びを続けられるように、学校の運営・

行事、教師の雇用にかかる費用を支援します。[一般寄付で支援 ]
●教育の質の向上
　 �毎年行われる教師研修では、子どもたちに考える力をつける学習指導法を BDP 学校の先生たちに学んでも

らっています。BDP学校に図書室を設置し読書の習慣をつくっていく試みを始めました。[指定寄付で支援]
●職業訓練教育
　 �現在３か所で行っている「縫製」、「コンピューター」、「電気」、「自動車修理」の各コースが持続的に運営

でき、卒業生が起業したり、就職できるように支援します。 民間企業とのパートナーシップを推進。
　 �[（公財）日本国際協力財団の NPO 助成金で支援 ]
●マイクロファイナンス・女性のエンパワメント
　 �BDP から小口融資を受けて BDP 小学校児童の母親が起業し現金収入を得ることで、生計向上を図りながら

子どもの教育に投資するという持続的な教育支援の仕組みをつくります。[生協協力基金の助成金で支援 ]

日本の子ども・若者の育成、大人との学びあい
●バングラデシュ・スタディツアー再開に向けて
　 �2023年春からの本格再開に向け、夏に大学生インターンを含む小グループで現地訪問します。
　 �[ 積水ハウスマッチングプログラム・子ども基金で助成 ]
●尊厳教育・SDGs
　 �ビジョンの実現に向けて「尊厳」を大切にするためのワークショップや研修を提供します。
　 �また、学校や団体、企業向けに SDGs の学びの一環としてバングラデシュを事例に講演、
　 �ワークショップを開催、また講師派遣を行います。


